
大
石
寺
日
寛

の
教
学

に
み
る
相
承
法
門

の
開
示

序

富
士
大
石
寺
門
流
は
、
宗
祖

の
日
蓮
か
ら
大
石
寺
開
山

の
日
興

へ
、

日
興
か
ら

さ
ら
に
日
目

へ
、
と
い
う
様
に
、
日
蓮

一
期
の
究
寛
の
法
体

と
教
義
が
唯
授
一
人
の
血
脈
相
承
を
通
じ
て
連
綿
と
歴
代

の
大
石
寺
法

主
に
伝
え

ら
れ
て
き
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
法
体
と
教
義
は

当
初
か
ら
厳
重
に
秘
匿
さ
れ
て
大
石
寺
法
主
が
所
持
す
る
と
し
、
そ
の

ゆ
え
に
自
宗
こ
そ
唯

一
正
統

の
日
蓮
門
下
で
あ
る
と
公
言
し
て
い
る
。

さ
て
本

稿
の
目
的
は
、
大
石
寺
門
流
の
唯
授

一
人
血
脈
相
承
の
真
否

を
問
う

こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
同
門
流
が
言
う
唯
授

一
人

の
相
承
法

門
の
核
心
部
分
が
じ
つ
は
同
寺
二
十
六
世
の
日
寛
に
よ
っ
て

公
開
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
意
が
あ
る
。

こ
の
事
実

は
、
大
石
寺
教
学

の
確
立
者
と
言
わ
れ
る
日
寛

の
教
学
を
、

相
承
法
門

の
開
示
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
せ
ぼ
明
ら
か
に
な
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

松

岡

幹

夫

一

金

口
相
承

に
よ

る
、

三
大
秘
法

の
体
と
し

て

の
本

尊

に
関
す

る
教
義

の
継
承

大
石
寺
門
流

の
歴
代
法
主
だ
け
に
伝
え
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
き
た
秘

奥
の
教
義
と
は
何
か
。
む
ろ
ん
、
筆
者
自
身
は
相
承
の
当
事
者

で
は
な

い
。
だ
が
、
当
の
歴
代
法
主
が
書
き
残
し
た
諸
文
書
か
ら
推
理
す
る
こ

と
は
で
き
る
。
室
町
期
の
九
世
日
有
は

「本
尊

七
箇

・
一
四
の
大
事
の

口
決
有
之
」
(「有
師
談
諸
聞
書
」、
(堀
旦
口了編

『富
士
宗
学
要
集
』
[以
下

『要
集
』
と
略
す
」
二
巻

一
六
〇
頁
)
と
語

っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
期

の
二
十

二
世
日
俊
も

「当
寺
は
本
尊
口
決

の
相
承
と
て
、
日
蓮
聖
人
よ
り
興
目

代
々
の
相
伝
あ
り
、
其
の
上
に
岩
本
開
山
日
源

の
□
□
興
師
随
逐
し
て

三
度
の
相
伝
あ
り
本
尊
七
箇

の
口
決
あ
り
」
(
「弁
破
日
要
義
」、
『日
蓮
正

宗
歴
代
法
主
全
書
』
【
以
下

『歴
全
』
と
略
す
」
三
巻
二
四
二
頁
)
と
記
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
大
石
寺
の
唯
授

一
人
血
脈
相
承
が
伝
え
る

秘
奥
の
教
義
と
は
、
本
尊
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
こ
の
本
尊
義
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
要
言
す
れ
ぼ
、
そ
れ
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大
石
寺
日
寛
の
教
学
に
み
る
相
承
法
門
の
開
示

(松

岡
)

は
、
宗
祖
日
蓮
が
唱
え
た

「三
大
秘
法
」
(本
門
の
本
尊

・
本
門
の
戒
壇

・

本
門
の
題
目
)
を

『
法
華
経
』
寿
量
品
の
文
底

に
秘
沈
さ
れ
た
法
体
と

み
な
し
、
そ
の
法
体
の
正
体
を
本
尊
と
み
な
す
教
義
に
他
な
ら
な
い
。

日
有

・
日
要
等
の
談
と
さ
れ
る

「雑
々
聞
書
」
に
は
、
「日
目

の
耳

引
法
門

と
云
ふ
事
之
有
り

・
本
尊
の
大
事
な
り
三
箇
の
秘
法
な
り
、
其

の
中
に
は
本
門
の
本
尊
な
り
」
(『要
集
』
第
二
巻

一六
三
頁
)
と
の
記
述

が
あ
る
。
日
蓮
か
ら
日
目

へ
、
三
大
秘
法
の
う
ち
で
特
に
本
門
の
本
尊

に
か
か
わ
る
教
義

の
相
伝
が
あ

っ
た
、
と
の
伝
承
の
存
在
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
日
俊
は

「此
三
大
秘
法
は
何
者
そ
や
、
本
門
の
本
尊
と
は
当

寺
戒
壇

の
板
本
尊
に
非
ず
や
」
(「初
度
説
法
」、
『歴
全
』
第
三
巻

一
〇
三
頁
)

と
述
べ
、
三
大
秘
法
の

「本
門
の
本
尊
」
と
は

「当
寺
戒
壇
の
板
本
尊
」

で
あ
る
、
と
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
五
世
日
宥
は

「其
の
金
口

相
承
も
五
大
部
三
大
秘
の
本
尊
の
妙
意
に
過
ぎ
ず
」
(「観
心
本
尊
抄
記
」、

『歴
全
』
第
三
巻
二
六
九
頁
)
と
記
し
、
唯
授

一
人
血
脈
相
承
に
お
け
る
教

義
継
承
面

を
指
す

「金
口
相
承
」
の
内
容
が
、
祖
書
の
五
大
部
か
ら
帰

結
さ
れ
る
べ
き

「三
大
秘

の
本
尊

の
妙
意
」、

つ
ま
り
三
大
秘
法
の
正
体

た
る
本
尊

の
教
義
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
日
宥
は

「大
上
人

は
三
大
秘
を
本
尊
と
為
す
」
(
「日
蓮
の
二
字
沙
汰
」、
『歴
全
』
第
三
巻
四
〇

四
頁
)
と
も
述

べ
て
い
る
が
、
大
石
寺

の
金
口
相
承
の
法
門
と
は
、
い

わ
ぼ
三
大
秘
法
の
体
と
し
て
の
本
尊
に
関
す
る
教
義
な
の
で
あ
る
。

二

日
寛
教
学
に
み
る
金
口
相
承

の
理
論
的
開
示

と
は
い
え
、
同
門
流
が
秘
守
し
よ
う
と
し
た
三
大
秘
法
の
体
と
し
て

の
本
尊
義
は
、
断
片
的
に
は
早
く
か
ら
宗
内
に
流
出
し
て
い
た
。
例
え

ぼ
、
文
底
下
種
の
法
門
や
日
蓮
本
尊
義
な
ど
は
、
門
流
上
古

の
文
献
に

も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
て
江
戸
期
に
出
現
し
た
日
寛
は
、
そ
れ
ら
の

相
伝
義
を
、
金
口
相
承
で
あ
る
三
大
秘
法
の
体
と
し
て
の
本
尊
義
に
関

連
づ
け
て
整
東
し
、
結
果
的
に
大
石
寺

の
金
口
相
承
を
理
論
的
に
開
示

し
た
の
で
あ
る
。
日
寛

の
時
代
に
は
、
幕
府
の
宗
教
政
策
に
よ

っ
て
布

教
が
制
限
さ
れ
た
か
わ
り
に
、
日
蓮
宗
各
派

で
教
学
研
究
が
盛
ん
と

な
っ
た
。
日
寛
も
、
千
葉
の
細
草
檀
林

で
長
年
研
学
に
励
み
、
最
後
は

同
檀
林
の
化
主
に
昇
進
し
た
。
そ
こ
に
加
え
て
、
日
寛
が
日
興
門
流
の

秘
書

の
対
外
流
出
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
こ
と
や
、
彼
以
前

の
大
石

寺
門
流
が
九
代
に
わ
た

っ
て
他
門

(京
都
要
法
寺
)
出
身
者
を
法
主
に

立

て
た
こ
と
も
あ
り
、
大
石
寺
独
自

の
、
相
承
法
門
と
し
て
の
本
尊
義

を
理
論
的
に
開
示
す
る
意
図
が
日
寛
の
心
に
芽

生
え
た
の
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
日
寛
の
教
学
で
は
、
門
流
独
自
の
文
底
秘
沈
、
本
尊
中
心
の

三
大
秘
法
義

の
顕
説
に
最
も
力
が
注
が
れ
る
。
「六
巻
抄
」
と
総
称
さ

れ
る
、
彼

の
代
表
作

の
一
つ
に

『文
底
秘
沈
抄
』
が
あ
る
。
同
抄
の
冒

頭
部
分
で
は
、
日
蓮
が
三
大
秘
法
の
名
目
を
示
し
た

『法
華
取
要
抄
』

の
文
が
引
用
さ
れ
、
当
文
の
意

こ
そ

「蓮
祖
出
世
の
本
懐
、
末
法
下
種

の
正
体
に
し
て
宗
門
の
奥
義
此
に
過
ぎ
た
る
は
莫
し
」
と
も
言
う
べ
き
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最
奥
義

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
続

い
て
日
寛
は
、
大
石
寺
門
流
の

「前
代
の
諸
師
」
が
こ
の
三
大
秘
法
に
関
す
る
最
奥
義
を

「尚
顕
に
之

を
宣
」

べ
な
か
っ
た
と
し
、
自
ら
は

「今
講
次
に
臨
ん
で
遂
に
已
む
こ

と
を
獲
ず
粗
大
旨
を
撮
り
て
以
て
之
を
示
さ
ん
」
と
宣
言
す
る

(『要
集
』

第
三
巻
七
〇
頁
)。
か
く
し
て
同
抄
の
本
編
で
は
、
「本
門
の
本
尊
」
「本

門

の
戒
壇
」
「本
門
の
題
目
」
の
順
に
、
門
流
秘
奥
の
三
大
秘
法
義
が

初
め
て
整
束
的
に
解
説
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で

「教
主
釈
尊
の

一
大
事

の
秘
法
と
は
結
要
付
嘱

の
正
体
、
蓮
祖
出
世
の
本
懐
、
三
大
秘

法

の
随

一
、
本
門
本
尊
の
御
事
な
り
」
(『要
集
』
第
三
巻
九
三
頁
)
と
述

べ
ら
れ

る
な
ど
し
て
、
実
質
的
に
、
金
口
相
承
で
あ
る
三
大
秘
法

の
体

と
し
て
の
本
尊
の
義
が
理
論
的
に
開
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

我
々
が
注
目
す
べ
き
は
、
「宗
門

の
奥
義
此
に
過
ぎ
た
る
は
莫
し
」

と
さ
れ

る
大
石
寺
門
流

の
最
奥
義
に
つ
い
て
、
日
寛
が

「粗
大
旨
を
撮

り
て
以

て
之
を
示
さ
ん
」
と
言

い
切
り
、
本
尊
に
重
点
を
置
い
た
三
大

秘
法
義
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。
五
十
六
世
の
日
応
が

「別
付
血
脈

相
承
な

る
も
の
は
他
に
披
見
せ
し
む
る
も
の
に
非
ず
」
(『弁
惑
観
心
抄
』

大
日
蓮
編
集
室
、
一
九
七

一
年
、
二
一
二
頁
)
と
述

べ
た
こ
と
な
ど
を
根
拠

に
、
門
流
究
極

の
教
義
た
る
金
口
相
承
の
内
容
は
永
遠
に
非
公
開

で
あ

る
、
と
主
張
す
る
信
者
も
い
る
。
だ
が
、
右
の
日
寛

の
言
を
尊
重
す
る

な
ら
ぼ
、

か
り
に
大
石
寺
門
流

の
金
口
相
承
で
あ
る
法
門
や
文
献
が
ま

だ
秘
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
日
寛
の

『文
底
秘
沈
抄
』
は
す
で
に
そ

の
理
論
的
根
幹
を
開
示
し
終
え
て
い
る
、
と
の
見
方
が
成
り
立
つ
。

大
石
寺
日
寛
の
教
学
に
み
る
相
承
法
門
の
開
示

(松

岡
)

さ
ら
に
、
こ
こ
で
特
記
し
た
い
の
は
、
『文
底
秘
沈
抄
』
の
本
尊
篇
の

最
後

で

「人
法
体
一
」

の
本
尊
義
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

人
法
体

一
の
本
尊
論
と
は
、
『文
底
秘
沈
抄
』

に
よ
れ
ぼ
、
事
の

一
念
三

千
無
作
本
有

の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
本
尊
と
、
久
遠
元
初
の
自
受
用

報
身
の
再
誕

・
日
蓮
の
人
本
尊
と
が

一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

日
寛

の

「本
門
の
本
尊
」
論
の
帰
着
点
は
人

法
体

一
の
本
尊
義
で
あ

り
、
大
石
寺
門
流

の
金
口
相
承
が
伝
え
る
本
尊
義

の
核
心
と
言

っ
て
よ

い
。
前
出
の
日
応
は

「人
法
体

一
の
法
門
は
内
証
の
中
の
内
証
に
し
て

相
承
の
上
に
あ
ら
ざ
れ
ぼ
容
易
に
解
す
る
こ
と
能
は
さ
る
べ
し
」
(前
掲

書

『弁
惑
観
心
抄
』
一
五
八
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

ゆ
え
に
人
法
体

一
の
本
尊
義
の
開
示
に
あ
た
り
、
日
寛
は
大
変
に
慎

重
な
姿
勢
を
と

っ
て
い
る
。
例
え
ぼ
、
『文
底
秘
沈
抄
』
の
法
本
尊
を

論
ず
る
箇
所
に
、
「問
ふ
但
文
底
独

一
本
門
を
以
て
事
の
一
念
三
千
の
本

尊
と
名
く
る
意
如
何
」
(『要
集
』
第
三
巻
七
六
頁
)
と
の
問

い
か
け
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
人
法
体

一
の
本
尊
の
説
明
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
日
寛

の

『
三
重
秘
伝
抄
』
に
よ
れ
ぼ
、
文
底
の
一
念
三
千
に

お
け
る

「事
」
と
は

「人
法
体

一
」
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

『文

底
秘
沈
抄
』
に
お
け
る
先
の
問
い
に
対
し
て
示
さ
れ
る
の
は

「答
う
云

云
、
重
て
問
ふ
云
云
」
(同
前
)
で
あ
り
、
日
寛

は
人
法
体

一
の
説
明
を

拒
否
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
後
、
日
寛
が

「若
当
流

の
意
は
事
を
事
に

顕
す
是
故
に
法
体
本
是
事
な
り
故
に
事
の

一
念

三
千

の
本
尊
と
名
く
る

な
り
」
(同
前
)
と
主
張
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
、
「問
ふ
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大
石
寺
日
寛
の
教
学
に
み
る
相
承
法
門
の
開
示

(松

岡
)

若
爾
ら
ぼ
其
法
体
の
事
と
は
何
ぞ
「
と
の
再
び
の
問
い
か
け
が
な
さ
れ

る
。
が
、
こ
れ
に
対
し
、
日
寛
は
ま
た
し
て
も

「答
ふ
、
未
曾
て
人
に

向
て
此

の
如
き
事
を
説
か
ず
云
云
」
と
回
答
を
拒
否
し
、
次
の
人
本
尊

論

へ
と
移

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に

『文
底
秘
沈
抄
』
に
お
け
る
日
寛

は
、
人
法
体

一
の
本
尊
と
い
う
文
底

の
法
体

の

「事
」
に
関
し
て
、
徹

底
的
に
教
義
的
説
明
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
同

抄
の

「本
尊
篇
」
で
は
最
後
に

「人
法
体

一
の
深
旨
」
が
諄
々
と
説
か

れ
、

つ
い
に
は

「学
者
応
に
知
る
べ
し
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
は
全
く

是

一
念

三
千
な
り
故
に
事
の

一
念
三
千
の
本
尊
と
名
く
る
な
り
、
秘
す

べ
し
秘

す
べ
し
云
云
」
(『要
集
』
第
三
巻
八
八
頁
)
と
結
論
さ
れ
る
。

つ

ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
問

い
に
対
す
る
回
答
は
、
最
終
的
に
は
示
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
寛

の
秘
密
性
と
開
示
性

へ
の
両
面
的
志
向

を
み
る
に
、
人
法
体

一
の
本
尊
義
は
同
門
流
の
金
口
相
承
に
お
け
る
最

重
要
法
門
で
あ
ろ
う
、
と
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結
日
寛

の
教
学
は
、
大
石
寺
門
流
の
唯
授

一
人
血
脈
相
承

の
法
体
法
門

か
ら
み

て

「部
分
」
「外
用
」
に
あ
た
る
、
と
す
る

「日
寛
教
学
部
分

論
」
「日
寛
教
学
外
用
論
」
が
、
現
日
蓮
正
宗

の
宗
務
院

の
見
解

で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
の
考
証

の
結
論
は
正
反
対
で
あ
り
、
む
し
ろ

「日
寛
教
学
根
幹
論
」

「日
寛
教
学
内
証
論
」
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
研
究
の
進
展
の
た
め
、
本
稿
の
内
容
に
関
連
す
る
質

問
を
作
成
し
、
現
法
主
の
阿
部
日
顕
氏
に
協
力
を
求
め
た
。
参
考
ま

で

に
質
問

の
テ
ー

マ
を
列
示
す
る
と
、
「循
環
論
法

の
誤
謬
に

つ
い
て
」

「内
証
の
次
元
に
お
け
る
因
分
と
果
分
の
立
て
分
け
に
つ
い
て
」、
「『一二
宝

抄
』
の
三
宝

]
体
義
に
つ
い
て
」
「法
主
に
よ
る
本
尊
の
開
眼
と
許
可
に

つ
い
て
」
「開
眼
本
尊

の
焼
却
に
つ
い
て
」
「大

石
寺
の
唯
授

一
人
相
承

の
永
遠
性
に
つ
い
て
」
「金
口
相
承
の
内
容
の
未
公
開
に
つ
い
て
」
「十

二
箇
条
の
法
門
に
つ
い
て
」
「日
寛
の

『当
家
法
則
文
抜
書
』
に

つ
い

て
」
「在
家
僧

の
認
識
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

結
局
、
阿
部
氏
本
人
か
ら
の
返
答
は
な
く
、
配
下
の
僧
侶
が
作
成
し

た
文
書
を
受
け
取

っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
筆
者
を

「汝
」
と
呼
ん
で

感
情
的
に
非
難
す
る
と
と
も
に
、
「(開
眼
の
)
内
容
に
関
し
て
は
、
血

脈
相
承
を
お
受
け
な
さ
れ
た
御
法
主
上
人
の
み
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

余
人
が
知
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
知
る
こ
と

は
で
き
な

い
の
で
あ
る
」

「日
顕
上
人
は
血
脈

の
当
事
者

で
あ
り
、血
脈
に
関
す
る
御
指
南
は

『説
』

で
は
な
く
、
全
て

『真
実
』
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
お
よ
そ

護
教
論
に
終
始
す
る
も

の
だ

っ
た
。
秘
密
主
義
、
権
威
主
義
を
と
り
、

論
点
先
取
り
の
循
環
論
法
も
多
用
す
る
阿
部
氏
側
の
返
答
書
か
ら
、
大

石
寺
門
流
を
研
究
す
る
者
が
何
ら
か
の
学
問
的
成
果
を
得
る
こ
と
は
難

し
い
。
新
た
な
史
料
の
提
示
を
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
寛
、
唯
授

一
人
、
金
口
相
承
、
三
大
秘
法

(東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員

学
術
博
士
)
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(146) Abstracts

41. The Lotus Sutra and Dogen 

Eryu KAWAGUCHI 

42. Shobogenzo hokketenhokke and Rongi 

Takao ISHIJIMA

In the"Shobogenzo hokketenhokke"(正 法 眼 蔵,法 華 転 法 華)we find the

expression'yokuryo shujo kai ji go nyu"(欲 令 衆 生,開 示 悟 入). It have been

thought that Dogen(道 元)quotes this expression from the"Hokekyo hoben-

bon"(法 華 経 方 便 品). However, I wondered about this, and investigated a

number of sources. As a result, I believe that Dogen(道 元)quoted this ex-

pression from the Shoulengyan yishuzhujing(首楞 厳 義 疏 注 経)of Zixuan(子

睿).

43. Nichiren Shonin's Propagation of the Lotus Sutra through his Writings 

Gyokai SEKIDO 

Nichiren's attitude was to vigorously promote his ideas. Focusing on en-

gaging in as much communication as he could with his followers, he was a 

prolific letter writer, thus producing a great volume of writings. A collection 
of about 280 of his authenticated works are contained in the volume The 

Complete Works of Nichiren Shonin, co-authored by Dr. Hoyo Watanabe and 

Dr. Hosho Komatsu. This volume is upheld as the standard for present-day 
research on Nichiren Shonin. There are about 260 works in the collection 

that are classified as letters, although some of these are quite lengthy and 
could be considrered as treatises or theses. My purpose for this presentation 
is to try to classify these letters by purpose and subject. 

44. On the Disclosure of the Core Transmission Teachings of the Taiseki-ji 

School Found in Nichikan's Writings 

Mikio MATSUOKA
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In the Taiseki-ji school of Nichiren Buddhism, it is claimed that the most 

profound and important teachings of Nichiren have been passed exclusively 
from one high priest to another, through a process of "transmission of the 
heritage of the Law to only one person" (yuiju ichinin kechimyaku sojo). The 

purpose of this paper is not to ascertain whether this claim is true or not, but 
to point out that the core content of this so-called secret transmission of 
teachings appears to have already been disclosed by the school's 26th high 

priest, Nichikan. In this paper, I will clarify the validity of my hypothesis by 
reexamining Nichikan's writings from the viewpoint of disclosure of the 

transmission teachings of the Taiseki-ji school. 

45. Daisetz Suzuki and Meister Eckhart: An approximation of common pre-

cepts concerning Buddhism and Christianity 

Shinji WADA 

Over the past several centuries, remarkable progress has been accom-

plished in many fields of our world via scientific thinking and analysis. Yet, 
despite all the technical apparatus of our sciences, we still cannot fathom the 

many mysteries of life. 
 The idea of this treatise aims to demonstrate a common thread of thought 

running between the Buddhist scholar Daisetz Suzuki and the Christian 
mystic Meister Eckhart. Through our studies of these two religious giants a 

globalistic view will emerge. 

46. Kiyozawa Manshi's Understanding of the Sangha 

Hidetsugu TAKAYAMA 

How did the Meiji Buddhist Kiyozawa Manshi consider the Shinshu Otani 

school to which he belonged? Further, what was Kiyozawa's ideal sangha? I 
would like to address these questions in this paper. In order to follow a re-

quest from the Otani school, Kiyozawa, who had studied in Tokyo, returned 
to Kyoto. It is easy to imagine that the Sangha that Kiyozawa had pictured in
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